
第５章 水環境と水質汚濁防止対策 

１．概要 

   水質汚濁とは、いろいろな汚濁物質が河川、湖沼、海域等の公共用水域に排水 

されることにより、最終的には人の健康や生活環境に良くない影響が生じてくる 

可能性のある汚染の状態をいいます。 

   本市内には鬼怒川・小貝川をはじめとする多数の河川及び農業用水路及び市街 

  地水路があります。また、下館地区の一部及び明野地区・協和地区の大半が霞ヶ浦

流域のため、公共用水域の監視を特に重視しています。 

 

 

２．河川汚濁の現況 

   主要河川及び霞ヶ浦流域を中心に水質及び水量を測定しています。 

また、鬼怒川及び五行川については、各流域にかかる自治体と共同で河川水質分

析をはじめとする監視活動を実施しています。 

 

⑴ 利根川水系河川水質調査 

① 令和４年度本市内利根川水系主要５河川の環境基準適合率(単位：％)                                 

河 川 名         類型 ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌数 詳細 

鬼 怒 川 Ａ 100 100 100 100 100 25 ﾍﾟｰｼﾞ 

小 貝 川         Ａ 100 100 100 100 100 15 ﾍﾟｰｼﾞ 

五 行 川 Ａ 100 100 100 100 38 24 ﾍﾟｰｼﾞ 

大 谷 川         Ｃ 100 100 100 100 － 16 ﾍﾟｰｼﾞ 

糸 繰 川         Ｃ 100 100 100 100 － 17 ﾍﾟｰｼﾞ 

平 均 値 100 100 100 100 79  

    ※適合率は測定した結果を河川ごとに分類し、測定回数（河川によって回数

は異なります。）に対し「河川類型別環境基準値」に適合している割合で

す。 

    ※令和４年度から、環境基準の項目が大腸菌群数から大腸菌数に変更されて

います。 

  

  前年度と比較して、鬼怒川のＳＳ、五行川のＢＯＤの適合率が上昇しています。 
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②年度別環境基準適合率推移（本市内利根川水系主要５河川の総合）          

（適合率％） 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 ※平成 16 年度までの適合率は下館地区のみのものです。 

 ※令和 4年度に環境基準の項目が見直され、大腸菌群数から大腸菌数に変

更されています。 
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② 令和４年度利根川水系河川水質検査データ 

 

ア 測定箇所：小貝川・八田堰（下館地区） 河川類型：Ａ類型 

項     目 単位 基準値 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃  18.8 29.9 15.9 5.2 

透 視 度 度  39 >50 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 6.5～8.5 7.3 7.5 7.7 7.5 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 25 以下 13 9 4 3 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ  4.4 4.1 3.2 3.0 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 2 以下 1.1 0.7 0.7 0.8 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 7.5 以上 9.3 7.8 9.5 11.6 

大腸菌群数 MPN/100ml  3200 3000 1900 6400 

大腸菌数 MPN/100ml 300 以下 67 41 28 37 

クロム ㎎／ｌ  <0.02 － <0.02 － 

六価クロム ㎎／ｌ  <0.005 － <0.005 － 

亜  鉛 ㎎／ｌ  0.004 － 0.003 － 

鉛 ㎎／ｌ  <0.001 － <0.001 － 

カドミウム ㎎／ｌ  <0.0003 － <0.0003 － 

砒  素 ㎎／ｌ  <0.001 － <0.001 － 

総 水 銀 ㎎／ｌ  <0.0005 － <0.0005 － 

アルキル水銀 ㎎／ｌ  <0.0005 － <0.0005 － 

有機燐化合物 ㎎／ｌ  <0.01 － <0.01 － 

全シアン ㎎／ｌ  <0.1 － <0.1 － 

銅 ㎎／ｌ  <0.01 － <0.01 － 

電気伝導率 

 

ｍS／ｍ  16 － 16.9 － 

全 窒 素 ㎎／ｌ  1.9 0.81 1.7 1.8 

全 リ ン ㎎／ｌ  0.10 0.059 0.043 0.064 

ノニルフェノール ㎎／ｌ 

 

 

 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 

１，１，１－トリクロロエタン ㎎／ｌ  <0.0005 － <0.0005 － 

トリクロロエチレン ㎎／ｌ  <0.001 － <0.001 － 

テトラクロロエチレン ㎎／ｌ  <0.0005 － <0.0005 － 

ほう素 ㎎／ｌ  0.03 － 0.03 － 
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イ 測定箇所：大谷川・筑瀬橋（下館地区） 河川類型：Ｃ類型 

項     目 単位 基準値 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃  17.9 29.3 20.1 

.2 

9.3 

透 視 度 度  42 >50 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 6.5～8.5 7.5 7.5 8.5 7.9 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 50 以下 12 20 6 3 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ  3.6 4.2 4.0 4.1 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 5 以下 0.8 1.1 1.1 1.1 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 5 以上 10.3 10.7 13.1 13.0 

大腸菌群数 MPN/100ml  3600 6900 2600 1800 

大腸菌数 MPN/100ml  58 10 260 220 

全 窒 素 ㎎／ｌ  1.5 0.85 2.9 3.5 

全 リ ン ㎎／ｌ  0.10 0.11 0.084 0.26 

ノニルフェノール ㎎／ｌ  <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 
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大谷川・筑瀬橋（下館地区） 



ウ 測定箇所：糸繰川（関城地区） 河川類型：Ｃ類型 

項     目 単位 基準値 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃  16.5 28.3 20.5 5.2 

透 視 度 度  38 >50 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 6.5～8.5 7.2 7.1 7.8 7.5 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 50 以下 11 12 6 4 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ  5.2 4.8 4.1 4.6 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 5 以下 1.5 0.9 1.2 2.2 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 5 以上 8.7 5.9 10.9 11.6 

大腸菌群数 MPN/100ml  1600 6400 18000 9300 

大腸菌数 MPN/100ml  440 490 2100 88 

全 窒 素 ㎎／ｌ  3.7 1.2 6.4 7.1 

全 リ ン ㎎／ｌ  0.12 0.10 0.15 0.23 

ノニルフェノール ㎎／ｌ  <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 

 

 

エ 測定箇所：田谷川（下館地区） 

項     目 単位 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃ 18.8 30.1 19.1 5.8 

透 視 度 度 >50 49 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 9.0 9.0 8.6 8.2 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 5 17 14 13 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ 3.0 4.6 7.0 2.8 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 1.6 2.1 8.3 1.9 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 11.0 8.4 9.5 6.2 

大腸菌群数 MPN/100ml 12000 750 3500 3800 

大腸菌数 MPN/100ml 550 29 30 68 

全 窒 素 ㎎／ｌ 1.3 0.34 0.62 0.50 

全 リ ン ㎎／ｌ 0.11 0.24 0.20 0.19 

ノニルフェノール ㎎／ｌ <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 
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オ 測定箇所：内沼川（関城地区） 

項     目 単位 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃ 17.9 30.3 16.5 5.4 

透 視 度 度 35 49 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 7.3 7.3 7.8 7.6 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 32 20 7 7 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ 8.0 6.6 4.5 4.9 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 2.9 1.3 1.0 2.2 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 9.0 6.2 9.8 12.0 

大腸菌群数 MPN/100ml 12000 33000 14000 3200 

大腸菌数 MPN/100ml 75 2400 1600 260 

全 窒 素 ㎎／ｌ 3.1 1.6 4.5 5.2 

全 リ ン ㎎／ｌ 0.23 0.16 0.16 0.27 

ノニルフェノール ㎎／ｌ <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 

 

 

カ 測定箇所：北台川（関城地区） 

項     目 単位 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃ 17.0 28.6 15.7 4.0 

透 視 度 度 >50 >50 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 7.3 7.1 7.4 7.3 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 4 16 10 1 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ 3.4 4.5 3.8 4.4 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 1.1 1.2 0.7 1.5 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 9.3 5.3 8.0 9.2 

大腸菌群数 MPN/100ml 2300 77000 16000 1200 

大腸菌数 MPN/100ml 64 200 160 38 

全 窒 素 ㎎／ｌ 5.7 2.0 5.7 3.9 

全 リ ン ㎎／ｌ 0.061 0.15 0.082 0.11 

ノニルフェノール ㎎／ｌ <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 
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⑵ 霞ヶ浦流入河川の監視 

 

 

①霞ヶ浦流入河川の環境基準 

    霞ヶ浦は水道用水に使われることから湖沼 A 類型に指定されています。霞ヶ浦の

水質を保全するため、主要な流入河川は全て河川 A 類型に指定されています。 

 霞ヶ浦の水質はやや改善が見られたものの、近年では COD が７㎎／ｌ前後の高い 

数値で推移しており、環境基準（３㎎／ｌ）を超過している状況にあります。 

 大川及び観音川は、環境基準の指定はありませんが、霞ヶ浦に流入する河川を監 

視するため、継続して水質調査を実施しています。 

 

 

②令和４年度霞ヶ浦流入河川水質検査データ 

 

ア 測定箇所：大川・桜川合流前（明野地区） 

項     目 単位 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃ 18.6 29.6 15.9 4.8 

透 視 度 度 23 >50 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 7.2 7.3 7.6 7.3 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 27 9 11 4 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ 6.6 4.4 3.6 3.8 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 1.7 0.9 0.7 1.7 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 8.9 7.5 10.0 11.5 

大腸菌群数 MPN/100ml 3400 9600 6000 2000 

大腸菌数 MPN/100ml 140 39 96 220 

全 窒 素 ㎎／ｌ 1.7 0.92 2.3 3.2 

全 リ ン ㎎／ｌ 0.16 0.082 0.055 0.091 

ノニルフェノール ㎎／ｌ <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 

00  
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イ 測定箇所：観音川・小栗地内（協和地区） 

項     目 単位 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃ 21.3 31.6 18.1 9.7 

透 視 度 度 4 >50 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 7.3 7.7 8.1 8.9 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 170 15 10 8 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ 16 7.2 7.5 6.4 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 3.3 1.4 3.6 

 

2.0 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 8.6 7.1 10.0 13.4 

大腸菌群数 MPN/100ml 6800 14000 2000 520 

大腸菌数 MPN/100ml 51 25 25 4 

全 窒 素 ㎎／ｌ 2.3 0.72 1.8 2.4 

全 リ ン ㎎／ｌ 1.0 0.082 0.095 0.15 

ノニルフェノール ㎎／ｌ <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 

 

 

ウ 測定箇所：観音川・有田南橋（明野地区） 

項     目 単位 5 月 8 月 11 月 2 月 

水  温 ℃ 19.0 29.2 16.3 6.7 

透 視 度 度 22 >50 >50 >50 

水素イオン濃度(pH) － 7.4 7.4 8.1 7.9 

浮遊物質量(SS)  ㎎／ｌ 32 9 17 9 

化学的酸素要求量(COD) ㎎／ｌ 6.3 5.5 4.6 3.8 

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎／ｌ 1.5 0.8 1.3 1.4 

溶存酸素量(DO) ㎎／ｌ 9.5 7.8 12.5 15.0 

大腸菌群数 MPN/100ml 4200 14000 5200 3200 

大腸菌数 MPN/100ml 74 51 140 2400 

全 窒 素 ㎎／ｌ 1.8 0.92 2.2 2.5 

全 リ ン ㎎／ｌ 0.17 0.074 

9 

0.16 0.091 

ノニルフェノール ㎎／ｌ <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 
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３．水質汚濁の防止対策 

  (1) 特定施設の届出 

    工場及び事業所から公共用水域に排出される水については、水質汚濁防止法、

水質汚濁防止法に基づき排水基準を定める条例、茨城県生活環境の保全等に関す

る条例（霞ヶ浦流域については、湖沼水質保全特別措置法、茨城県霞ヶ浦水質保

全条例の規制も受けます。）により規制を行っています。 

    なお、水質汚濁防止法等により定められた施設を設置する場合、設置前に市に

届出を行うことになっています。 

 

 

① 工場及び事業所から公共用水域に排出される水（排出水）の規制 

○ 水質汚濁防止法等により定められた施設を設置する工場及び事業所で、１

日あたりの平均排出水量がある一定の量を超えると、pH、BOD 等の生活環境

項目の排出基準が適用されます。また、有害物質を使用している工場及び事業

所には、排出量に関係なく有害物質の排出基準が適用されます。 

○ 水質汚濁防止法等に該当する工場及び事業所は、測定項目及び物質により 

定期的に測定し、その記録を３年間保存することになっています。 

 

 

② 特定施設の届出状況（令和５年３月末現在） 

水質汚濁防止法の特定施設を設置

している工場及び事業所数 
 ３９７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２１－ 



 ⑵ 水質汚濁防止法等に基づく工場・事業所等の立入調査 

   ・水質汚濁防止法等に基づき、令和４年度中に水質汚濁防止法等の特定施設等を

設置する工場・事業所等２７箇所について立入調査（書類及び現場検査）及び排

出水の水質検査を実施しました。 

○水質汚濁防止法等に基づく工場・事業所等の採取分析結果 

 

 

 

 

  排出基準を超えた事業所については、排出基準を超過しないよう行政指導を

行いました。 

 

・このほかにも、市公害防止条例に基づき、１９事業所について排出水の採取検

査を年１回行っています。 

 

 

  ⑶ 工場・事業所等からの排出水による河川及び地下水の水質汚濁状況調査 

①河川底質調査 

     本調査は、市内４河川を対象として主に工場排出水の放流箇所付近の底泥に含

まれる重金属の測定をしています。昭和５１年度から鬼怒川・五行川・小貝川・ 

大谷川を順次実施し、令和４年度は、五行川を４箇所測定しました。 

○底質調査結果 河川名：五行川 測定日：令和５年２月 単位：㎎／㎏ 

項目 

採取地点 
全 水 銀 カドミウム 鉛 銅 亜鉛 全クロム 

蒔田橋 <0.01 <1 23 6 55 23 

新大橋 <0.01 <1 <3 4 46 17 

下岡橋 <0.01 <1 3 15 43 16 

榎生橋 <0.01 <1 5 8 67 23 
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排出水分析事業所

等数 

排出基準を超えた事業所

等数 

排出基準を超えた事業所

等の率（％） 

２７ １ ３ 



②トリクロロエチレン等による地下水汚染状況調査 

揮発性有機塩素化合物（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）及び有機塩素化合物（1,1,1-

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ等）の主な用途としては、金属洗浄剤、ﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、香料等 

の抽出、染料の溶剤等があります。 

人体への影響としては、肝障害、腎障害、中枢神経障害が知られています｡        

また、廃液等による地下水汚染の進行が懸念されています。 

     本市では、これらの有害物質等による地下水の汚染状況を調査するため、令

和４年度に市内１０箇所の一般井戸水の検査を行いました。検査結果は全て

「地下水の水質汚濁に係る環境基準」の基準値以下でした。 

 

 

⑷ 市民と行政との協働 

   ①筑西市水質監視員 

     市内の公共用水域の水質汚濁、ゴミの不法投棄等環境悪化の発生状況を随時

監視し、水質汚濁の未然防止等の環境保全に資するとともに、水環境に関 

    する地域住民の意向を行政に反映させるため、水質監視員を設置しています。 

    ・流域別水質監視員数（委嘱者数１３人） 

         小貝川１人 五行川１人 大谷川１人 

         小貝川・五行川合流点１人  霞ヶ浦流域９人 

 

 

  ⑸ 広域での取り組み 

①五行川水質調査連絡協議会 

     河川汚濁と公害の防止のため、五行川沿岸関係市町が連携して必要な調査と

監視を実施し、公害行政の推進を図るため、昭和５５年に発足しました。 

    ・構成市町（令和４年４月現在） 

 

 筑西市、真岡市、さくら市、芳賀町、高根沢町 

 

・五行川水質調査連絡協議会による合同水質調査の実施（年４回） 

 

     令和４年度は、６月８日、８月２４日、１２月２０日、２月２０日 

に行いました。（筑西市管内のみの水質調査データ  次ページ） 
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五行川（河川類型：Ａ類型） 

項  目 

採 取 地 点 

 

蒔 田 橋 

採 取 日 時 

採 取

日時 

R4.6.8 R4.8.24 R4.12.20 R5.2.20 

基 準 値     

水温       ℃  24.2 25.0 12.0 10.3 

pH 6.5～8.5 7.6 8.3 7.8 7.8 

BOD           (mg/l) 2 以下 1.4 1.5 1.4 1.6 

COD           (mg/l)  3.2 3.1 3.2 3.3 

SS            (mg/l) 25 以下 5.6 8.4 11.0 8.8 

溶存酸素       (mg/l) 7.5 以上 10.5 11.0 12.4 12.0 

大腸菌数(CFU/100ml)  300 以下 92 320 990 38 

有機体炭素     (mg/l)  1.2 1.3 1.0 1.1 

全窒素         (mg/l)   1.8 1.4 2.8 2.3 

全リン         (mg/l)   0.054 0.089 0.090 0.130 

 

 

項  目 

採 取 地 点 

 

新 大 橋 

採 取 日 時 

採 取

日時 

R4.6.8 R4.8.24 R4.12.20 R5.2.20 

基 準 値     

水温  24.3 25.9 11.9 10.1 

pH 6.5～8.5 7.6 8.5 8.1 7.8 

BOD           (mg/l) 2 以下 1.0 1.5 1.2 1.9 

COD           (mg/l)  3.2 4.1 2.8 3.7 

SS            (mg/l) 25 以下 8.1 13.0 5.8 5.6 

溶存酸素       (mg/l) 7.5 以上 10.0 10.5 13.1 12.5 

大腸菌数(CFU/100ml)  300 以下 110 440 360 320 

有機体炭素     (mg/l)   1.3 1.5 1.1 1.4 

全窒素         (mg/l)   1.8 1.3 2.5 2.8 

全リン         (mg/l)   0.053 0.095 0.084 0.160 
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②広域公害調査研究会 

鬼怒川沿岸の市が緊密な連携と事業の積極的な推進を図り、健全な生活環境

の保全に寄与することを目的に設立されました。 

昭和５０年度から本会の目的を達成するため、構成市の筑西市、結城市、下妻

市、常総市によって水質調査が行われています。 

    ・広域公害調査研究会による合同水質調査の実施（年２回） 

 

 

                    （筑西市管内のみの水質調査データ） 

項  目 

河 川 名 

 

 

鬼怒川（河川類型：Ａ類型） 

採 取 地 点 

 

川島橋 中島橋 

採 取 日 時 

採 取

日時 

R4.8.23 R5.2.14 R4.8.23 R5.2.14 

基 準 値     

水温  23.4 7.4 23.3 7.3 

透視度          （度）  >50 >50 >50 >50 

pH 6.5～8.5 7.6 7.5 7.7 7.5 

BOD           (mg/l) 2 以下 1.0 1.1 1.0 1.0 

COD           (mg/l)  1.6 1.9 1.4 1.5 

SS            (mg/l) 25 以下 3 4 3 

 

3 

溶存酸素       (mg/l) 7.5 以上 9.2 12.1 9.8 11.9 

大腸菌数(CFU/100ml)  300 以下 

 

以下 

65 140 41 80 

全窒素         (mg/l)   1.1 1.2 1.0 1.2 

全リン         (mg/l)   0.019 0.043 0.015 0.045 
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③霞ヶ浦問題協議会 

     霞ヶ浦及び霞ヶ浦流入河川の環境の保全に関する事業を推進し、もって霞 

    ヶ浦流域住民の福祉の向上を図るため、昭和４８年に発足しました。 

    ・構成市町村 ２１市町村 

 

 

○ 第１９回身近な水環境の全国一斉水質調査 

(主催：全国水環境マップ実行委員会 実施主体：霞ヶ浦問題協議会） 

     霞ヶ浦問題協議会に加盟する市町村、国土交通省霞ヶ浦河川事務所、及び 

ＮＰＯ法人霞ヶ浦市民協会等が協力し、９６人が参加して全国的に統一したマ

ニュアルで一斉に１８５地点の水質調査を行いました。 

本市では本市職員が、桜川の大きな支流である観音川、大川の水温やＣＯＤ 

（化学的酸素要求量）を簡易測定するとともに、水生生物や川の様子なども

調査しました。 

 ・筑西市管内の調査結果（平均値） 実施日：令和４年６月１７日（金） 

調査河川及び箇所数 ＣＯＤの平均値(市内) 

１．大川（７箇所） ３．９ mg/l 

２．観音川（６箇所） ３．７ mg/l 

 

 

○ 第２２回霞ヶ浦流入河川水質調査(主催：霞ヶ浦問題協議会) 

 

霞ヶ浦問題協議会に加盟する市町村、国土交通省霞ヶ浦河川事務所、茨城県

等が協力して、流入河川の２５２地点について９５名で水質調査を行いまし

た。本市では、市民（筑西市水環境クリーン推進委員会）及び本市職員が連

携して、観音川・大川の水温、ＣＯＤ、ｐＨ、アンモニウム態窒素、リン酸

態リン、透視度等を調査しました。 

     ・筑西市管内の調査結果（平均値）実施日：令和４年１０月２６日（水） 

 

                         

河 川 名 

ＣＯＤ

(mg/l) 
ｐＨ 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素

(mg/l) 

リン酸態リン

(mg/l) 

大川(６箇所) ４．５ ７．３ ０．４ ０．１ 

観音川(６箇所) ３．２ ７．３ ０．２ ０．０３ 
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     霞ヶ浦流入河川水質調査に合わせて、筑西市水環境クリーン推進委員会の協力 

を得て、利根川水域の市内の河川等の簡易測定による水質調査を実施しました。 

実施日：令和４年１０月２５日（火） 

河 川 名 
ＣＯＤ

(mg/l) 
ｐＨ 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素

(mg/l) 

リン酸態リン

(mg/l) 

五行川 下岡橋 ４．０ ８．０ ０．２ ０．０２ 

大谷川 西方上の橋 ３．３ ７．５ ０．２ ０．０５ 

都市下水路（川島） ４．０ ７．０ １．０ ０．５０ 

北台川 ２．６ ７．０ ０．２ ０．０３ 

糸繰川 ４．０ ７．３ ０．５ ０．０５ 

内沼川 ４．０ ７．３ ０．２ ０．０２ 

 

 

 

⑹ 下水道等の整備 

   ①下水道等の役割 

     公共下水道、農業集落排水及び合併処理浄化槽の普及促進をすることにより

周辺環境の改善、トイレの水洗化や河川・海域・湖沼の水質の保全が行われ快

適な暮らしの環境づくりが推進されます。 

 

③ 令和４年度 筑西市下水道等整備状況 

行政人口（令和４年３月３１日現在 

住民基本台帳ベースとする。） 
１０１，２２４ 人 

公共下水道処理人口 ３４，２５５ 人 

農業集落排水処理人口 １６，３９４ 人 

合併処理浄化槽人口 ２２，０３８ 人 

コミュニティプラント処理人口 ５，５２１ 人 

生活排水処理人口総合計 ７８，２０８ 人 

生活排水処理総合普及率 ７７．２６ ％ 
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